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第９期塾生：寺師慶人



2016年 SDGs（持続可能な開発目標）の開始
• 2015年「アジェンダ2030」が国連総会で採択
• 17ゴール（169ターゲット）



中部サステナ政策塾の主催：中部ESD拠点（国連認定世界190地域の国際ネットワーク）



日本国内8拠点のひとつ中部ESD拠点

RCE北海道道央圏
RCE仙台広域圏
RCE横浜
RCE中部（中部ＥＳＤ拠点）
RCE兵庫神戸
RCE岡山
RCE北九州
RCE大牟田



中部ESD拠点の活動対象地



伊勢・三河湾流域圏で進めるSDGs活動



伊勢・三河湾流域圏で進めるSDGs活動



① 講義（座学）
② グループワーク（討論・調査・発表）
③ フィールドワーク（流域圏視察旅行）

中部サステナ政策塾の活動



• 社会の諸課題に対し、社会の仕組みや政策を学び
ながら、広い意味の「ポリシーメーカー」の育成
をめざす

• 立場の異なる様々な若者（企業人、行政官、政治
家、活動市民、教育者、大学生など）が集い、有
識者の講演の聴講、グループワークやフィールド
ワークを通じて、持続可能な社会づくりの担い手
ネットワークを広げる

• 政治や行政が関わる政策だけではなく、起業家や
NPO のプロジェクト立案なども対象とする

目的：「自分磨き」ではなく「社会磨き」







木曽川流域のフィールドワーク
（11月30日・12月1日）



シン・名古屋市長に届け！
～サステナブル名古屋を実現する政策提言づくり～

今年度のテーマ（課題）

① 名古屋市のサステナ政策の評価（強みと課題を洗い出す）

② 政策の検討（ゴール/分野/部署横断型）

③ 名古屋市長候補者に提示（2025年春）

出典：日経新聞
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD2627V0W4A121C2000000/



政策塾のネットワーク
 講師：多彩な分野の専門家

 地域リーダー：現場を熟知した各分野の活動者

 塾生間：異なる立場、多様な職種の若者



政策塾のネットワーク
 卒塾生：多種多様な分野で活躍中の塾生同窓会

年度 NPO 議員 企業人 教員 行政 自営業 農家 一般 大学生・大学院 計
2016年度 2 1 1 1 13 18
2017年度 2 2 4 1 4 1 1 13 28
2018年度 2 10 2 7 1 1 1 7 31
2019年度 3 3 4 1 6 2 1 14 34
2020年度 1 1 9 1 4 2 11 29
2021年度 3 16 1 5 3 25 53
2022年度 1 6 3 5 13 28
2023年度（半期実施） 5 2 5 12
計 9 12 55 6 29 6 3 12 101 233
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